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内 科 領 域 に お け るpazufloxacinの 臨 床 的 検 討

鈴木康稔 ・関根 理

水原郷病院内科*

宇野勝次 ・八木元広

水原郷病院薬剤科

新 しいニューキノロン系経 口用合成抗菌薬pazufloxacin(PZFX)を 内科領域 の感染症9例 に使

用 し,臨 床的に検討 した。疾患の内訳は,咽 喉頭炎1例,急 性気管支炎2例,慢 性気管支炎1例,

肺気腫+感 染1例,気 管支喘息+感 染1例,急 性胆嚢炎3例 であった。患者背景では,年 齢38～

80歳(平 均59.7歳),男 性6例,女 性3例 であった。用法 は1回100～200mgを1日2～3回 食後服

用 とし,期 間は3～14日 であった。臨床効果は著効1例,有 効6例,や や有効1例,無 効1例 で

あった。有意菌 と思われる菌はいずれからも分離されなかった。

副作用は1例 にdrug feverが認められたが,臨 床検査値異常は1例 も認め られなかった。
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Pazufloxacin(PZFX)は 富山化学工業株式会社 と株式会

社 ミ ドリ十字で共同開発 された経 口ニューキ ノロン系合

成抗菌薬である。本剤 は好気性のグラム陽性菌,好 気性

のグラム陰性菌お よび嫌気性菌などに対 し良好 な抗菌力

を示 し,食 事による吸収率 に差異が認められない.テ オ

フィリンの体内動態 に影響 を与 えない等 の特徴 を有す

る。 また,ニ ューキノロン薬で問題になっている痙攣誘

発作用はきわめて弱 く,動 物実験ではNSAIDと の併用で

も痙攣誘発作用 を示 さないことも知 られている。本剤を

1回100～400mg服 用 した時 の血 中最 高濃度 は0.94～

4.51μg/ml,血 中半減期 は2.0～2.5時 間,尿 中排泄率は0

～24時 間で81 .2～85.5%で あった1)。

今回,我 々は平成4年10月 から平成5年6月 までに水原

郷病院に入院 または外来を受診 し,本 治験参加に同意の

得 られた感染症患者9例 に使用 し,有 効性 と安全性の検

討 を行 ったのでその成績 を報告する。対象症例は男性6

例,女 性3例 で,年 齢は38歳 から80歳 であった。対象疾

患は咽喉頭炎1例,急 性気管支炎2例,慢 性気管支炎1例,

肺気腫+感 染1例,気 管支喘息+感 染1例,急 性胆嚢炎3

例 であった。用法 は1回100～200mgを1日2～3回 ずつ

食後の内服 とし,使 用期間は3～14日 間であった。

臨床効果の判定は臨床症状,検 査成績,起 炎菌の消長

な どか ら総合的に判断 し,著 効(excellent),有 効(good),

やや有効(fair),無 効(p00r)の4段 階評価 とした。副作用

については治療中の自他覚所見の観察 を行 うとともに,

治療前後の検尿,検 血,生 化学検査 などの臨床検査 を実

施 した。

各症例 についての概要 はTable1に 示 した。

9例 の臨床効果は著効1例,有 効6例,や や有効1例,

無効1例 であった。その内訳 は,呼 吸器感染症の6例 は

全例有効以上であったが.胆 道感染症3例 では有効1例,

やや有効1例,無 効1例 であ り経 口剤適応の難 しさがう

かがわれた。大多数の症例で分離菌検索が試みられ,胆

道感染症では2例 に血液培養が施行 されたが,い ずれの

症例 からも起炎菌 と思われる細菌は分離で きず,細 菌学

的効果はいずれ も判定不能 とした。

自他 覚的 な副作用は症例6の 気管支喘息+感 染例 に

drug feverが認め られた。すなわち本剤開始後は順調に

経過 し治療3日 後 には解熱 し,咳 嗽が軽 くな り呼吸困難

が消失 した。更に本剤の服用 を続 けた ところ,治 療10

日後に再び38.2℃ に発熱 した。 自覚症状である咳嗽が悪

化 しなかったので本剤 によるdrug feverと考 え,す ぐに

治療を中止 したところ翌 日には解熱 した。本剤の使用を

中止 しただけで改善 し,他 の補助療法は必要 としなかっ

た。

治療前後の臨床検査成績 をTable2に 示す。PZFXに よ

る と思われる異常変動は1例 も認め られなかった。症例

6のdrug feverの例 で も好酸球増多は認め られなかった。

我 々は9例 の細菌感染症に本剤 を使用 したが,か なり高

い有効率であった。特 に呼吸器感染症では全例有効であ

った。胆道感染症での有効率 は1/3と 不良であった。本

剤 は経 口抗菌薬であ り.比 較的軽症の胆道感染症 には有

用 な薬剤 と考えられるが,中 等症以上の症例 には適応が

むずか しく,有 効率が高 くならなかったもの と考 える。
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Table 1. Clinical efficacy of Dazufloxacin

NF: normal flora NT: not tested

Table 2. Laboratory findings of patients treated with pazufloxacin



562 日 本 化 学 療 法 学 会 雑 誌 SEPT. 1995

PZFXは 喀痰や胆汁 など各組織への移行が良好な合成抗

菌薬であ ることか らD,内 科系感染症に対 してかな りの

臨床効果が期待で きると推測 された。
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We evaluated the clinical efficacy and safety of pazufloxacin (PZFX), a new quinolone antimicrobial 

agent. PZFX was used to 6 patients with respiratory tract infections and 3 patients with biliary tract 

infections. Clinical response was excellent in 1, good in 6, fair in 1 and poor in 1 patient . 
Adverse reactions were observed in one patient (drug fever). No abnormal laboratory values were 

observed.


